
3日連続の審議拒否・予算審議に応じてやってると勘違い発言
暴言野次連発の本多平直は『自分達は野次を飛ばしていい』と居直り…

そして維新議員に『懲罰動機を出すぞ！』と言論弾圧する野党筆頭の渡辺周
野党議員達の国会軽視・冒瀆は度が過ぎるのでは？

虎ノ門ニュース（2020年2月20日 DHCテレビ）
ヒゲ隊長 新型コロナ対策を語る

2月20日の虎ノ門ニュースに参議院議員の佐藤正久氏が出演し新型コロナ対
策として中国を渡航制限すべきと訴えた。
佐藤氏は『新感染症が国家レベルの危機という意識が少ない。全体的には皆
が頑張ってるが法律・組織も追いつてないから逐次対応となってる。私は中
国からの入国者は限定すべきと思ってるが、こういう意識を持ってる政治家
は最初は少なかった」と日本の危機意識の甘さを指摘した上で、「新型コロ
ナの国内ピークはこれから。ピークをなだらかに抑えて時間を作り、ピーク
前に治療薬や検査キットを開発しないといけない。直ぐピークが来ると病院
も対応出来ない。対応を失敗すると日本の信頼は失墜する。少しでもピーク
を遅らせるためにも中国を渡航制限しないと大変なことになる」と水際対策
のレベルを引き上げるべきと語った。
またジャーナリストの有本香氏からの「中国からの個人旅行は止めてない」
と指摘に対し、佐藤氏は「外務省は日中関係だけ見て入国禁止は国益上マイ
ナスと判断してるが、中国周辺で中国人が行ける国は日本・韓国・マレーシ
アだけ。そして日本で2週間滞在すれば他国に行ける」と日本の対応の問題
点を指摘すると、有本氏は「日本が踏台にされるし、発症したら日本の金で
治療することになる」と新たな問題があると警鐘を鳴らした。

ANAホテル「辻元は拡大解釈してる」
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